
DV・子ども虐待のアセスメント・カンファレンスシート

DV・子ども虐待の
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ジェノグラム

DVの中の子どもの位置（　　） DVの中の子どもの位置（　　）

氏名（年齢・学年）

記載日

過去と現在を記入し変化をみる
こともできます。

過去にみられた暴力
現在の暴力

きょうだいがいる場合，子ども
ごとに記入します。

記載者
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誰のおかげで生活が
できているという・浪
費する

暴力と強圧的コントロールの種類

強圧的コントロール：脅迫・監視・貶め・生活のコントロールや
制限（睡眠・食事，外出・移動など）・孤立・経済的コントロー
ルなど

身体や性に関してひど
く傷つけることを言う
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→  子の安全確保の必要性と親の心理的状況を検討しま
しょう。

→  強みの情報を探しましょう。できている事，好きな事，
できていた事，得意な事，他者や支援との関係など
広く見つけることができます。

→  強みの情報を探しましょう。できている事，好きな事，
できていた事，得意な事，他者や支援との関係など
広く見つけることができます。

短期
（すぐすること・まずできそうなこと）

中期
（少し先にすること・準備をすればできそうなこと）

長期
（目指す姿や方向性など）

→  どこ（誰）に，どこから，どのように介入しますか。
優先すべきこと，今できることは何でしょう。連携
先との協働や分担も考えることができます。父親と
母親の計画は別々であることが必要です。

→  被害親の今のステージや辿ってきたステージを考え
ましょう。

ワークシート❻ -1

ワークシート❼

ワークシート❻ -2

ワークシート❹ ワークシート❺

DV被害者支援のためのステージモデル

親のストレングス・強み

支援・介入プラン

子ども虐待とDVの2軸からの介入検討モデル

子のストレングス・強み

物理的
ステージ

CⅠ

――

BⅠ

 AⅠ

D

CⅡ

 BⅡ

 AⅡ

心理的
ステージ

【Aステージ】
加害者と同居

【Bステージ】
一時避難中

【Cステージ】
加害者と別居（当初）

【Dステージ】
加害者と別居

【Ⅰステージ】
離別の意思なし，
もしくは迷いあり

【Ⅱステージ】
離別の意思あり

子ども虐待

DV

LⅡ

HⅡ

 LⅠ

HⅠ

【Ⅰ】
離別の意思

【L】軽度
安全確保の必要性

【M】中程度

【H】重度
安全確保の必要性

【Ⅱ】
離別の意思揺れ・迷い

要対協見守り等
DV被害相談

子ども虐待
対応・介入

DV防止法での
離別支援

・子どもの支援も必要

DV防止法での
離別支援

・児童相談機関との連携が不
可欠：安全モニタリング・子
どものケア

・被害親の支援が不可欠
・加害親への効果的な関与

被害親の心理的状況

子
ど
も
の
状
況

無

低

高

有

増井（2024）

出典：増井香名子（2024）『DVと子ども虐待のソーシャルワーク　実践を変える視点と方法』日本評論社




